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長崎大学

◇ 大学評価・学位授与機構が行う大学評価

○大学評価･学位授与機構が行う大学評価について

１ 評価の目的
大学評価・学位授与機構（以下「機構 ）が実施する」

評価は，大学及び大学共同利用機関（以下「大学等 ）」
が競争的環境の中で個性が輝く機関として一層発展する
よう，大学等の教育研究活動等の状況や成果を多面的に
評価することにより，①その教育研究活動等の改善に役
立てるとともに，②評価結果を社会に公表することによ
り，公共的機関としての大学等の諸活動について，広く
国民の理解と支持が得られるよう支援・促進していくこ
とを目的としている。

２ 評価の区分
機構の実施する評価は，平成 年度中の着手までを14

12段階的実施 試行 期間としており 今回報告する平成（ ） ，
年度着手分については，以下の 区分で，記載のテーマ3
及び分野で実施した。
① 全学テーマ別評価（ 教育サービス面における社「
会貢献 ）」

② 分野別教育評価（ 理学系 「医学系（医学 ）「 」， ）」
③ 分野別研究評価（ 理学系 「医学系（医学 ）「 」， ）」

３ 目的及び目標に即した評価
機構の実施する評価は，大学等の個性や特色が十二分

に発揮できるよう，当該大学等の設定した目的及び目標
に即して行うことを基本原則としている。そのため，大
学等の設置の趣旨，歴史や伝統，人的・物的条件，地理
的条件，将来計画などを考慮して，明確かつ具体的な目
的及び目標が設定されることを前提とした。

○全学テーマ別評価「教育サービス面における社
会貢献」について

１ 評価の対象
本テーマでは，大学等が行っている教育面での社会貢

献活動のうち，正規の課程に在籍する学生以外の者に対
する教育活動及び学習機会の提供について，全機関的組
織で行われている活動及び全機関的な方針の下に学部や
その他の部局で行われている活動を対象とした。

， （ ） ，対象機関は 設置者 文部科学省 から要請のあった
98国立大学（政策研究大学院大学及び短期大学を除く

大学）及び大学共同利用機関（総合地球環境学研究所を
除く 機関）とした。14
各大学等における本テーマに関する活動の「とらえ

方 「目的及び目標」及び「具体的な取組の現状」につ」，
いては 「Ⅱ 教育サービス面における社会貢献に関す，
る目的及び目標」に掲げている。

２ 評価の内容・方法
評価は，大学等の現在の活動状況について，過去 年5

間の状況の分析を通じて，次の 項目の項目別評価によ3

り実施した。
) 目的及び目標を達成するための取組1
) 目的及び目標の達成状況2
) 改善のためのシステム3

３ 評価のプロセス
① 大学等においては，機構の示す要項に基づき自己
評価を行い，自己評価書（根拠となる資料・データ
を含む ）を機構に提出した。。

② 機構においては，専門委員会の下に，専門委員会
委員及び評価員による評価チームを編成し，自己評
価書の書面調査及びヒアリングの結果を踏まえて評

， ，価を行い その結果を専門委員会で取りまとめた上
大学評価委員会で評価結果を決定した。

③ 機構は，評価結果に対する意見の申立ての機会を
設け，申立てがあった大学等について，大学評価委
員会において最終的な評価結果を確定した。

４ 本報告書の内容
「Ⅰ 対象機関の現況」 「Ⅱ 教育サービス面に及び

は，当該大学等おける社会貢献に関する目的及び目標」
から提出された自己評価書から転載している。

は，評価項目ごとに，特記すべき点「Ⅲ 評価結果」
を「特に優れた点及び改善点等」として記述している。

，「 （ ） （ ）」 ，また 貢献 達成又は機能 の状況 水準 として
以下の 種類の「水準を分かりやすく示す記述」を用い4
ている。
・ 十分に貢献（達成又は機能）している。
・ おおむね貢献（達成又は機能）しているが，改善
の余地もある。

・ ある程度貢献（達成又は機能）しているが，改善
の必要がある。

（ ），・ 貢献しておらず 達成又は整備が不十分であり
大幅な改善の必要がある。

なお，これらの水準は，当該大学等の設定した目的及
び目標に対するものであり，相対比較することは意味を
持たない。
また，総合的評価については，各評価項目を通じた事

柄や全体を見たときに指摘できる事柄について評価を行
うこととしていたが，この評価に該当する事柄が得られ
なかったため，総合的評価としての記述は行わないこと
とした。

は，評価結果を要約して示し「Ⅳ 評価結果の概要」
ている。

は，評価結果に対「Ⅴ 意見の申立て及びその対応」
する意見の申立てがあった大学等について，その内容と
それへの対応を示している。

５ 本報告書の公表
本報告書は，大学等及びその設置者に提供するととも

に，広く社会に公表している。
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長崎大学

Ⅰ 対象機関の現況

長崎大学が所在する長崎は日本の南西に位置し，歴,
史的にみて鎖国時代における唯一の外国に対する開港地
として栄え日本文化の近代化に大きな貢献をなしたこ,
とは改めて言うまでもない。また，長崎は風光明媚，気

候温暖であり異国情緒豊かなその環境は独特の雰囲気,
に包まれている。

本学はこの地において昭和 年 月，国立学校設置, 24 5
， ，法の公布により国立新制大学として設置され 学芸学部

経済学部，医学部，薬学部及び水産学部の５学部で発足
した。その後，昭和 年に工学部を設置するとともに41
学芸学部を教育学部に改称した。さらに，昭和 年に54
は歯学部が設置されて文教キャンパス（〒 長852-8521

1 14 852-8523崎市文教町 番 号 ，坂本キャンパス（〒）
1 850-8506長崎市坂本 丁目）及び片淵キャンパス（〒

長崎市片淵 丁目 ）の３地区に分かれた７学部の総4 2-1
合大学として発展してきた。
本学発足後に社会的あるいは地域的ニーズの高かった

歯学部及び工学部が設置されたため，理系に偏った学部

構成になっている。

平成 年 月には教養部を廃止して，新たに国立大9 10
学で最初の文理融合の環境問題の専門学部として環境科

学部が新設され，平成 年 月から学生を受け入れて10 4
いる。

本学が発足した当時の学生定員は 学部で総計 名5 830
だったが，平成 年度の学生定員は， 学部で 名12 8 1,535
で発足当時の 倍に増加した。2
このことは，本学が総合大学として順調に発展してき

たことを示していると思われる。

なお，現在の学生総数は 名で教官総数は 名7,893 935
である。

学部卒業後，さらに高度の研究等を行うために教育学
研究科，経済学研究科，医学研究科，歯学研究科，薬学

研究科及び生産科学研究科の 研究科並びに水産学専攻6
を有している。
本学の附属研究所である熱帯医学研究所は，我国唯一

の熱帯医学に関する全国共同利用の研究所であり，世界

（ ）の最先端の学術研究を推進する卓越した研究拠点 COE
の研究所として指定されている。
また，本学特有のものとして，原爆被害や放射線被曝

事故による放射線障害発症機構の解明と放射線被曝者の

遺伝子レベルでの治療を目的とし，加えて原爆後障害医

療の情報センター的性格を併せ持った総合研究施設の医
学部附属原爆後障害医療研究施設，熱帯病に関する学術

的・学際的な情報を集積，解析する熱帯医学研究所附属

熱帯病資料情報センターがある。
その他教育サービスを行っている附属施設である附属

， ， ，図書館を始め 学内共用施設として 保健管理センター

アイソトープ総合センター，総合情報処理センター，地

域共同研究センター，生涯学習教育研究センター，留学
生センター，機器分析センター遺伝子実験施設及び環境

保全センターがある。

平成 年４月から大学の将来像を見据えて，総合大13
学院，地域産学官共同研究体制，国際交流の推進のさら

なる具体化を進め，教育研究の国際化を図っている。



- 3 -

長崎大学

Ⅱ 教育サービス面における社会貢献に関する目的及び目標

１．教育サービス面における社会貢献に関
するとらえ方

（１）社会貢献活動全体の位置付け

長崎大学の大学改革ビジョンには「 世紀に大学が21
生き残るためには，その教育研究が国際的に評価される

高い質と個性を備え，かつ大学が地域の中核として機能
。 ， ，することが必須である その意味において 長崎大学は

長崎県に唯一の総合大学であるという責任を自覚して長

崎県の地域特性を大学運営に生かしつつ，世界と地域で

リーダーとなって活躍できる心豊かな人材を養成する」
とある。社会貢献活動としては 「国や地方自治体の審，

議及び委員会への参加，産業界との共同研究の実施，地

域住民に対する生涯学習への参画，国際機関における活
動や国際交流事業への参加等々」が掲げられており，本

学は組織としては勿論のこと 「教員個人としても，自，

己の専門家としての資質の向上に努め，それをもって社

会に貢献する」ことを謳っている。このように，本学が
目指すべきものとして，地域への社会貢献を教育研究の

， ，高度化・個性化 アジアを中心とした国際貢献と並んで

大きな柱としてとらえている。

（２）教育サービス面における社会貢献のとらえ方

教育サービス面の活動としては，科目等履修生，聴講

生，社会人及び留学生の研究生･学部生･大学院生として
の受入れ，公開講座，オープンキャンパス（県下高校生

対象の研究室公開 ，県下小･中・高校への出張（出前））

講義，企業技術者を対象とした研究室公開等は大学の制

度として積極的に実施している。社会人が学べる機会を
提供するため 学部（経済 ， 研究科（医，歯，薬，1 5）

教育，経済）で昼夜開講制による社会人受入れを実施し

ており 平成 年度実績は約 人が在籍している 海， 。（12 300
洋）生産科学研究科は，創設以来，社会人と留学生が過

半を占めており，世界と社会に開かれた大学院として認

知されている。本学公開講座は，本学規模の地方大学で

， 。 ，は 質量ともに全国屈指の充実度と自負している なお
本学全教職員には 「教育サービス面における社会貢献，

の充実には，学外への情報開示と発信が不可欠」との共

通認識がある。

以上の教育サービス面としての社会貢献活動は，各学
部等における活動内容等が異なることから，具体的な記

載は主に「生命医療科学系 「自然科学系 「人文社会」， 」，

系」及び「教育研究施設・機関」の 分野に分けて整理4
することとする。

○生命医療科学系［医，歯，薬，各研究科］

現代医療の高度化，多様化に伴って，医療の現場で真
に活躍できる優れた人材の養成はもとより，それぞれの

専門的職能の一層の向上を図るうえで，各医療人の再教

育，生涯学習の必要性が指摘されている。また，各種成
人病など，様々な疾病に対する正確な情報を一般市民に

提供することは，予防医学の観点からも極めて重要であ

る。このような背景のもと，生命医療科学系分野の教育

サービス面における社会貢献としては，①医師，歯科医
師，薬剤師，看護婦などに卒後研修・卒後再教育，生涯

学習の場を提供し，各医療人の資質向上を図ること，②

一般市民に生命医療科学の現状を公開講座などを通して

平易に解説，地域住民の健康増進に対する知識，意欲を
亢進させること等がある。一方，長崎大学には原爆後障

害，及び各種感染症と熱帯地方の疾患に関して国内外の

他大学の追従を許さない膨大な研究，診療実績があるの
で，③これらの成果を原発事故や核実験の被災地，ある

いは開発途上国をはじめ，世界中の国々に提供し，国際

的視点に立った広範な社会貢献に努めることも重要な責

務であると考えている。

［ ， ， ， （ ），○自然科学系 工 水産 生産科学研究科 教育 理系

環境（理系 ］）

世紀を迎え，産業構造の変化，ベンチャー企業の21
育成，高度先端技術の普及，事故や災害の対策，地球規

模の食糧問題等により，これまで以上に社会から新しい

さまざまな要請を受けている。自然科学に関する新しい
知識や技術の蓄積と研究成果により，産業界，技術者･

就労者，市民，学生や児童など各層に対する技術支援や

知識の普及に向けた活動は，全職員の責務として把らえ

ている。自然科学系の教育サービス面における社会貢献
は，①産業界への新しい理論・技術の普及と技術者の再

， ， ，教育 ②市民への高度先端技術 科学知識の啓発や講習

③理科離れ解消のための学生･児童に対する啓発などで
あり，積極的に取り組んでいる。

○人文社会系［経済，教育（文系 ，環境（文系 ］） ）

学部それぞれ固有の教育・研究の目的やシステムがあ
り，社会貢献の目的，目標も異なる面があるが，共通の

目的は，国際化，情報化が急速に進展する現代社会にお

いて，直面している諸問題に積極的に取り組むことので

きる，基礎学力を身につけた実践的問題解決型の人材育
成である。この延長線上に地域社会の人々との接点や協

力の場を設定し，社会人の再教育や生涯教育あるいは国

際交流などを進める必要がある。すなわち地域社会と地
域住民が当面する諸課題に取り組み，新たな社会・生活

・文化の創造活動への支援が要請されている。
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長崎大学

○教育研究施設・機関［ センター（Ｃと略称 ，附属8 ）

図書館，遺伝子実験施設，熱帯医学研究所］
当初の設置目的は多様である。よって現時点での教育

サービス面における社会貢献の捉え方は一様ではない。

保健管理Ｃ，留学生Ｃ，及びアイソトープ総合Ｃは，学

内向けサービス機関ないしは共同利用施設であり，学外
向け教育サービスが主ではなかった。生涯学習教育Ｃや

， ，地域共同研究Ｃは 社会貢献が設置目的のひとつであり

主たる研究活動を通してそれを体現してきた。附属図書
館と総合情報処理Ｃはこの中間にあり，学内外へ幅広い

サービスを提供することをめざしてきた。遺伝子実験施

設と部局規模の熱帯医学研究所では，①先端的或いは特

化した研究成果の技術移転，②同研究成果の国際社会へ
の還元に努力してきた。

２．教育サービス面における社会貢献に関
する目的及び目標

（１）目的

本学の教育サービス面における社会貢献の目的は，生

涯学習の推進，社会人の再教育，本学独自の国際貢献，
初等中等教育の支援，学識経験者としての貢献及び大学

所有財産の公開等として集約することができる。

（生命医療科学系）
医療に携わる優れた人材の育成，及び専門的職能を向

上させるために，医師，歯科医師，薬剤師，看護婦，各

種医療技術者に対して，卒後研修・卒後再教育，生涯学
習を積極的に行うこと並びに国際的視点にたった広範な

。 ，社会貢献が目的である それを実践する具体的な方法に

「 」①地域の各種医療従事者を対象とした様々な 公開講座

「研修会」の開講による，先進医療に関する知識や技術
の提供，②地域で活躍中の医師，歯科医師，薬剤師を社

会人大学院生として各研究科に受入れることによる，よ

り高度な専門的職能の向上への寄与，③専門医師，歯科

医師，薬剤師を地域病院等へ派遣することによる，長崎
における中核医療機関としての責務の遂行，④旧ソ連邦

のチェルノイブリ原発事故の後障害治療やセミパラチン

スクの核実験場汚染地域の調査研究，医療支援，および
特定地域性疾患や新興・再興感染症に対する調査研究

等，による国際保健の維持への積極的寄与がある。

（自然科学系）
専門的技術や知識を必要とする企業や技術者，生涯学

習を求める市民，将来の本系を担う学生･児童等の各層

に対して，広範囲に効率良く教育サービスを提供するこ

とを目的とする。提供する内容，方法は①専門的セミ
ナー，②理科離れが進む小･中･高校生の啓発活動，③大

学が提供できるサービスの積極的情報公開，④時宜を得

たテーマでの出張公開講座， を利用した遠隔公開講IT
座の実施等を考えている。これらの教育面におけるサー
ビスを通じて 企業における研究開発の支援 ベンチャー， ，

企業など地場産業の育成，社会人の再教育，小･中･高校

生の自然科学系技術へ興味の喚起等を達成しようとして

いる。

（人文社会系）

個別の学部の目的を以下のように設定し，教育サービ
。 ，ス面における社会貢献に取り組んでいる ①経済学部は

地域経済において実践的問題解決能力を養成する教育

サービスを提供することによって，地域的特性を踏まえ

た地域経済の活性化に資する人材の育成やリカレント教
育及び地域経済への知的貢献を目指している 「世界経。

済」及び「現代経済 ，また「起業」及び「金融」に関」

する時代に即した講座を企画し，実施している。②環境

科学部は，自然環境の複雑なメカニズムを解明し，同時
に人間と自然との相互関係を具体的かつ総合的・根源的

に理解し 「人間と環境の調和的共生」社会の実現に向，

けて企画立案し，理想的な環境の創造・実現に貢献でき
る人材の育成と環境科学，環境技術の成果の地域社会へ

の還元を目指している。③教育学部においては，学校な

ど目標が明確な組織的教育活動（定型教育 ，社会教育）

（ ） ，など自由な組織的教育活動 不定型教育活動 と並んで
地域住民の自由な学習活動（非定型教育）を支え，発展

させることを目的としている。現実には，教育現場にお

ける教科書，カリキュラムなどさまざまな教育問題，あ

るいは国の方針として進行中の学部本体の改組・改変な
どに直面しており，極めて困難な現実を抱えているが，

可能な限りこの目的を果たしたい。

（教育研究施設･機関）

研究の専門性に因る研究活動そのものの解り難さを解

消し学内外の壁を低くすること，壁の除去を図りながら

専門家の立場から市民への多様な啓発活動の展開と，研
究成果の開示と発信を進めることを目的としている。そ

の実現のため生涯学習教育センターを核に「学校教育に

おけるインターネット活用術」や「お母さんのためのパ

ソコン入門講座 （総合情報処理Ｃ ，市民の身に及ぶ熱」 ）
帯病とそのトピックスに関わるテーマのシリーズ展開

（熱帯医学研究所）等の公開講座が開催されてきた。こ

の他にも生活習慣予防，メンタルヘルスケア，不登校問
題 保健管理Ｃ 放射線の正しい知識と理解の流布 ア（ ）， （

イソトープ総合Ｃ）等各々独自の公開講座や講演会を実

施してきた。有用情報資源や貴重資料の知的共有と市民

の生涯学習を支援する目的で，附属図書館は学外者の利
用と資料の公開を推進中である。同様の資料公開は熱帯

医学研究所の感染症資料情報センターでも実施中であ

る。地域・社会により深く関わっていくために生涯学習

教育Ｃでは地域活動や企画に参画している。また地域共
同研究Ｃは産・官・学の共同研究を積極的に推進してい

る。また，社会人への便宜のため，夜間開講制の産業実
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務講座も開催している。教育研究施設･機関における研

究成果の移転は社会的義務のひとつである。この完遂の
ために，各教育研究施設･機関は規模の大小はあるもの

。 ，の各々独自の研修活動を行っている 代表的なものには

ヶ月の熱帯医学研修課程や通年の 熱帯医学集団3 JICA
研究コース（共に熱帯医学研究所）などがある。

（２）目標

本学の教育サービス面における社会貢献の目的を達成
するための目標としては，公開講座・講演会等の実施，

科目等履修生，研究生の受入，卒後研修・離島在住者へ

の再教育機会の提供，被爆者医療支援・熱帯医療支援，

出前授業や理科実験の実施，学外各種委員会への派遣，
図書館所蔵資料や植物園の公開等を挙げることができ

る。

（生命医療科学系）
長崎における中核医療機関としてより積極的に社会貢

献の責務を果たすために，以下の目標を挙げている。①

離島を含む各地域の病院，薬局などとの間に情報ネット
ワークを構築し，インターネット等を活用して画像や検

査データーの転送，合同カンファランス，公開講座等を

双方向的に行うことで，各医療従事者に対する最新の医

療情報の提供，教育，研修の機会を増加させる。②一般
市民が最新の生命医療科学に関する情報を入手する機会

が必ずしも多くない現状を考慮し，地域住民に対する啓

発活動の一環として，市民講座のための企画運営委員会

を設置し，常に市民のニーズに配慮しながら，健康・疾
病に関する教育講演を定期的に開催する。③長崎でヒバ

クシャ医療国際シンポジウムを開催する，本学とチェル

ノブイリやセミパラチンスクとの間で衛星交信を用いた
「被爆者医療診断支援システム」を開通させる，あるい

は「 指定研究協力センター」となって地域特異的WHO
疾患研究に積極的に参画する，などして，国際保健及び

国際医療の面で一層の貢献を図り，諸外国との相互理解
と友好に努める。

（自然科学系）

教育サービスの社会貢献の定着・活性化には，本務と
の位置付けや活動の持続性が今後の課題であるが，大学

が知識や技術の中核拠点として地域社会から望まれる存

在になるために，①大学の研究成果の活用や知的資源の
利用の視点から，専門的セミナーや講習会等の開催によ

， ， ，り 地域企業の研究開発の支援 ベンチャー企業の育成

地場産業の育成を実現させる，②公開講座は，地理的条

件等で生涯教育の機会に恵まれない離島における出張公
開講座， を駆使した遠隔公開講座を重点実施する，IT
③次世代の優秀な自然科学系技術者を確保する視点に立

ち，自然科学への関心と重要性を啓発する活動は重要で

ある。特に，高校生を対象とする啓豪活動を重点化し，
訪問講義とともに，テレビやインターネットなど多彩な

惰報メディアを活用する，④地域に提供できるサービス

のデータベース化を図るとともに，情報を市民へ公開す

る等の目標を設定している。

（人文社会系）

具体的に取り組むべき目標として経済・環境・教育の

諸領域にかかわる次の諸点があげられる （１）経済領。
域においては，地域産業の育成と構造の改革，経済・流

通の活性化，ベンチャー企業の育成など （２）環境領，

域においては，学際的な視点からの環境問題への対策，
循環型社会の確立，環境倫理及び自然と人間との調和・

共生の思想の普及。さらに情報・メディア環境への対応

としてハイテク技術のソフト面における企画・立案の試

みとそのアイディアの発信及びその影響の検証 （３），
教育領域においては，教育の質と量及び教育効果などの

本質的問題，少子化に起因するさまざまな地域社会の教

育・社会構造の問題，いじめ・非行・学級崩壊と家庭教

育・社会教育など諸問題への取り組み等である。これら
の目標に対して具体的には次のような活動を考えてい

る。①教育・教育研究施設･機関との連携や自治体と協

力し，研究教育活動，講演会，シンポジュウムあるいは
演奏会，展覧会などを開催する，②地域経済，地域社会

を活性化させるために，産業界・地域企業・諸団体との

組織的交流，連携を図る，③地域住民の求めに応じて，

自由な学習活動，地域づくりなどを支援する，④研修・
セミナー，資格取得講座などを充実する，⑤経済・社会

問題，環境問題，教育問題など相談窓口などの設置を検

討する等である。

（教育研究施設･機関）

もともと教育サービス面における社会貢献を設置目的

の一つとしている生涯学習教育Ｃや地域共同研究Ｃで
は，ニーズに合致したサービスを提供すること，学外と

の共同研究を通じて合致したニーズを科学的に発掘，発

見していくことを目標としてきた。遺伝子実験施設と熱

帯医学研究所では，先端的或いは特化した研究やその成
果の還元の仕方を工夫し，市民の知識深化と科学への理

解を助けること，国際的なレベルで技術の移転を推進す

ることを目標としている。本来学内向けサービス機関な

いしは共同利用施設として設置された保健管理Ｃ，留学
生Ｃ，及びアイソトープ総合Ｃでは，教育サービス面に

おける社会貢献に係り従来の業務に加えて更に何が出来

るか出来ないか明確に選別し，無理のないサービス提供
を推進することが目標である。学外への情報開示と発信

サービス，更には学内外との情報交換を通じての学内外

との壁の除去は，本学全部局，教育研究施設･機関の共

通の目標であり，各々の組織が学外とのネットワークの
構築に努力してきた。これからのネットワークは にIT
依って立つものであることに鑑み，総合情報処理Ｃや附

属図書館はその真のセンターとなることが目標である。
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３．教育サービス面における社会貢献に関
する取組の現状

地域住民に対する生涯学習としての公開講座等の実
， ，施 社会人・技術者の再教育としての卒後研修等の実施

被爆者医療や熱帯医療等の国際敵支援，初等中等教育の

支援，学外各種委員会等への派遣，大学所有財産の公開
等に積極的に取り組んでいる。

（生命医療科学系）

教育サービスにおける社会貢献には，( ) 地域医療を1
（ ， ， ， ）支える医療従事者 医師 歯科医師 薬剤師 看護婦等

の資質の向上とより高度な専門的職能の付与，( ) 地域2
住民の健康増進に対する知識の向上，意欲の亢進，( )3
情報ネットワークの構築による最新医療技術提供と研修
・教育機会の増加，( )ヒバクシャ医療における国際貢4
献の推進等がある。

主な取組の現状は以下のとおりである。
①医療従事者に対する卒後研修および生涯学習

②地域で活躍中の医療従事者の研究科への受入れ

③医療従事者の地域病院等への派遣による中核医療機関

としての責務の遂行
④離島を含む各地域の病院などとの間の医療情報ネット

ワークの構築

⑤ヒバクシャ医療教育における国際貢献

⑥公開講座や市民講座の実施
⑦地域連携の一環としての薬用植物園の開放

(自然科学系)
教育サービスにおける社会貢献には，( )産業界・教1

育界への新しい理論・知識・技術の普及と技術者・教育

者の再教育，( )市民へのハイテク技術，工学・水産・2
環境・教育諸知識の啓発や講習，( )理科離れ解消のた3
めの生徒や児童に対する啓発などがある。

主な取組の現状は以下の通りである。

①地域の社会人及び技術者の再教育

②専門的セミナー・講演会等を通した貢献
③産官学連携研究を通した貢献

④学外委員会等への学識経験者としての貢献

⑤大学が提供できるサービスの情報公開
⑥公開講座の実施

⑦地域社会の初等・中等教育における科学技術・理科教

育の振興への寄与

（人文社会系）
教育サービスにおける社会貢献は，それぞれ学部独自

の目的，目標に応じて特色をもつ。経済学部では，主と

して地域経済の活性化に資する人材育成やリカレント教

育など経済活動への知的貢献をめざしている。環境科学
部では 「人間と環境の調和的共生」を目標にした循環，

型社会実現のために「研究開放 「教育開放」を進め，」

環境フロンティアともいうべき活動を推進する人材の育

成に取り組んでいる。教育学部は，諸学校，教育委員会
等との連携，幼稚園・養護学校および小中高教諭との共

同研究を強化し，教育問題へ積極的に取り組んでいる。

また，新しい課題であるコンピューターの利用・総合学

習・ボランティア・人権教育・平和教育・国際交流教育
・地域スポーツなどの領域で教育実践を支援している。

これまで，演奏会，展覧会などの芸術・文化活動，公開

講座を行ってきた。
主な取組の現状は以下の通りである。

①社会人を対象とする教育の提供

②共同研究

③公開講座など
④国や地方自治体あるいは企業などの講師やアドバイ

ザーなど

（教育研究施設・機関）
， ｛ ｝本施設・機関は 一部局である熱帯医学研究所 熱研

附属図書館｛図書｝と，学内共用施設である各センター

という規模の大小，及び設置目的における学内向け（ア
イソトープ総合センター ｱｲｿ 等 と学外との連携 地｛ ｝ ） （

域共同研究センター 地域 生涯学習教育センター 生｛ ｝， ｛

涯 ）という違い，更に｛熱研｝と｛図書｝のように本｝

来の業務を全く違える，共通項の少ない多様な 施設11
・機関から成っている。このため取り組みの現状はまち

まちであるが，それぞれ以下のような特徴を活かした社

会貢献を実施している。

｛ ｝｛ ｝ ｛ ｝，①公開講座 ( 部局 熱研 図書 センター 生涯2 3
｛ ｝， ｛ ｝保健管理センター 保健 総合情報センター 情報

が開催)

｛ ｝， ｛ ｝，②施設独自の講演会 ( ｱｲｿ 留学生センター 留学
環境保全センター｛環境｝が開催)

③小中学校・高校の授業支援 (｛熱研 ｛情報 ｛留学｝｝ ｝

で実施)

④体系化された対外研修課程や実務講座 (｛熱研 ｛地｝，
域｝で実施)

⑤所蔵資料の展示 (｛図書 ｛熱研｝が実施)｝

⑥インターネット環境を利用した情報提供 ( 情報 図｛ ｝｛

書 ｛熱研 ｛地域 ｛生涯｝で実施)｝ ｝ ｝
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Ⅲ 評価結果

１．目的及び目標を達成するための取組

長崎大学においては 「教育サービス面における社会，
貢献」に関する取組として，科目等履修生・聴講生・研

究生の受入れ，卒後研修・卒後教育，公開講座，市民講

座，オープンキャンパス，県下小･中・高校への出張講

義，企業技術者を対象とした研究室公開，ヒバクシャ医
療施設における海外からの研究生の受入れ，医療情報ネ

ットワークの構築，施設・所蔵資料の開放，専門的セミ

， ， ，ナー・講演会 講師の派遣 小中学校・高校の授業支援

情報提供などが行われている。
ここでは，これらの取組を「目的及び目標を達成する

ための取組」として評価し，特記すべき点を「特に優れ

た点及び改善点等」として示し，目的及び目標の達成へ
の貢献の程度を「貢献の状況（水準 」として示してい）

る。

◇特に優れた点及び改善点等
原爆後障害医療研究施設は，長崎・ヒバクシャ医療国

際協力会の援助で，毎年チェルノブイリ関連研修生を受

入れており，原爆被災地としての国際的使命を十分に果

たしており，大学に与えられた条件の活用という点で優

れている。

工学部は，労働省教育訓練給付制度の適用指定を受け

た「社会人リフレッシュ教育履修コース」をスタートさ
せ，また平成 年 月に「先端工学基盤リフレッシュ12 11
教育フォーラム」を実施する等，企業技術者の研修・再

教育に対する積極的な取組を行っており，大学に与えら

れた条件の活用という点で優れている。

総合情報処理センターは，工学部や他大学と協力して

遠隔地間の小学校同士を結ぶ遠隔授業の支援を行ってお

り，これは，施設のもつ技術と遠隔授業をうまく融合さ
せた取組であり，大学に与えられた条件の活用という点

で特に優れている。

テレビ健康塾等，学外のメディアを教育サービスのた

めの資源として有効に活用しており，また，熱帯医学研

究所は 「わが国唯一の熱帯医学に関する専門的な研修，

課程」を設置し，研修生を受入れており，さらに，各種
所蔵資料が積極的に開放ないし展示されている。これら

は，学内外の資源を教育サービスのための資源として確

保・活用している点で特に優れた取組である。

長崎県は多くの離島を抱えており，生涯学習の機会に

恵まれない島嶼部の学校における困難性を支援する取組
， ，として ＩＴを駆使した遠隔公開講座が実施されており

これは，大学の地理的条件を踏まえた地域に貢献する優

れた取組である。また，全国的に理科離れが憂えられて
いる今日，その解消を目指した種々の単独又は協力参加

（ ， ，の取組 リフレッシュ理科教室 夏休み子ども理科教室

テクノパワーおもしろ体験隊，青少年のための科学の祭

典，化学への招待等）は，現代的課題に応えた有意義な
優れた取組である。

自然科学系の一般市民向けの公開講座は，分かりやす

いテキストの作製，実習･演習の導入，大学院生等の協
力の確保等，受講者に対し配慮をした特色ある取組であ

る。

経済学部におけるシリーズ講座，トピック講座及びプ
ロジェクト講座といった種類別開講や熱帯医学研究所に

おける市民の身に及ぶ熱帯病とそのトピックに関わる

テーマのシリーズ展開は，受講者の興味･関心や水準に

応じて対象を絞った特色ある取組である。
生涯学習教育研究センターが企画・運営に当たる「長

崎大学公開講座」は一般教養型ではなく，地域創造への

貢献や現代的社会課題を中心にテーマ設定が行われてお

り 特に地域環境関係 地域医療関係 地域産業関係 水， ， ， （
産，流通等 ，地域健康づくり関係，地域子育て関係，）

高齢社会創造関係等において，地域創造のリーダー育成

に貢献する優れた取組となっている。
また 「市民研究員システム」は，生涯学習教育研究，

センターの主催事業であり，主体的な学習・研究課題を

， ，） ，）持った市民を公募し 受講者を こども教育・文化1 2
3 4 4高齢社会創造， ）地域環境創造， ）地域づくり，の

つの研究グループに分けて，( )基礎講義( )グループa , b
セミナー()課題論文作成と段階的に指導を行うもので, c
ある。実際的な資質・能力の涵養という観点から特にグ
ループセミナーが重視されて，セミナーを基盤に社会提

言的課題研究論文の作成が行われており，いずれも教育

プログラムの内容・方法の点で特色ある取組である。

生涯学習教育研究センターは，公開講座の企画･運営

に当たるとともに，毎年「長崎大学公開講座叢書」を出

版する等成果の公表を積極的に行っており，教育サービ

スの成果を地域へ普及させる効果を伴っている点で，優
れている。

自然科学系の公開講座については，事前アンケートの
実施や講座終了後に討論会を開く等，受講者の要望に応

えるために積極的な優れた取組を行っている。



- 8 -

長崎大学

自然科学系の社会人や企業技術者のブラッシュアップ

のための「高度技術研修講座」や施設系の「産業実務講
」 ， ，座 は 受講者が参加しやすいように夜間に開講する等

受講者に配慮した優れた取組が実施されている。

「 」，「 」 ，教育学部で実施する 物理まつり 数学まつり は

公開講座から発展した参加費無料の講座であり，子ども
からも受講料を徴集する公開講座に対して，社会貢献を

違う方法(負担の軽減)で実施するための工夫がなされて

いる等，受講者のニーズに配慮した優れた取組が実施さ
れている。

「長崎大学公開講座」は，全体及び講座ごとのポス

ター，ホームページ，大学の広報誌，新聞，テレビ等多
様な形で広報されているが，例えば 「薬学講座―くす，

りと健康」を見ると，受講者が「この講座をどこで知っ

たか」に関して，｢その他｣で知ったというのがほとんど

で（ ％ ，新聞･ラジオ･テレビ ％，長崎大学ホーム79 3）
ページ ％等という状況であり，これらの広報活動は有6
効的に作用しているとはいえないため，改善の余地があ

る。

◇貢献の状況（水準）
取組は目的及び目標の達成に十分に貢献している。

２．目的及び目標の達成状況

，「 ． 」ここでは １ 目的及び目標を達成するための取組

の冒頭に掲げた取組の達成状況を評価し，特記すべき点
を「特に優れた点及び改善点等」として示し，目的及び

目標の達成状況の程度を「達成の状況（水準 」として）

示している。

◇特に優れた点及び改善点等
「熱帯医学研修課程」においては，特に最近，定員数

( 名)をはるかに超える応募者があり，平成 年度に10 12
は，定員増（ 名）も行われた。薬剤師を対象とする薬5
学講座 くすりと健康 平成 年度 においては 講「 」（ ） ，「12
座内容」は受講者の ％がとても良かった， ％が良42 49
かったと回答しており 高い満足度が示されている 講， 。「

」 ， 。座内容の程度 については ％が適当と答えている64
生命医療科学系の「平成 年度 生き生き健康ライフ12
講座 （医学部附属病院）は，受講者の 割以上が講座」 8
内容について 「とても良かった」と回答している。ま，
た 「平成 年度 薬学市民講座」は一般市民を対象と， 12
して実施され，受講者の 割が「とても良かった」と回7
答している。自然科学系の遠隔授業実験は，終了後の生

徒達に対して行った 段階評価によるアンケート結果に5
おいて平均 ． の高得点を示す等高い満足度を示して4 6
いる。このように対象を特定した講座等については，参

加率が高く，満足度，修了率も高く評価できる。

一方，過半数の公開講座で定員割れしている等，テー
マや内容によって受講者数が少なく期待したほど集まら

ない講座も多く改善を要する。

「市民研究員システム」の成果は，生涯学習教育研究

センター年報に論文として掲載され，その発表論文が基

盤となり，グリーンツーリズム，子ども文化プラン，地

区子育て計画，学童保育計画，高校不登校児指導計画，
， ， ，地区環境計画 地域健康づくり 病院ボランティア計画

地区文化財保存のまちづくり計画，地域文化計画等が実

際の地域計画として採用されている点で優れている。

また 「地域市民大学」における学習成果は，子ども，
フェスティバル，地域福祉ボランティア組織，地区コミ

ュニティ計画作り，火山共生のまちづくり等の地域創造

活動の基盤づくりに貢献している点で優れている。

薬用植物園の一般開放は，現在までに約 名の市1,000
民が見学目的で入園し 附属図書館は 平成 年度 な， ， 『12

「 」 』 『 』がさき・出島 古写真の世界 展 及び 出島の科学展
に所蔵資料を出品し，それぞれ約 名，約 名26,000 3,600
の入場者を得ている。いずれも所蔵資料が，教育サービ

スのための資源として活用され，地域へ十分開放してい

る点で優れている。
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◇達成の状況（水準）
目的及び目標がおおむね達成されているが，改善の余

地もある。

３．改善のためのシステム

ここでは，当該大学の「教育サービス面における社会

貢献」に関する改善に向けた取組を 「改善のためのシ，
ステム」として評価し，特記すべき点を「特に優れた点

及び改善点等 として示し システムの機能の程度を 機」 ， 「

能の状況（水準 」として示している。）

◇特に優れた点及び改善点等
研究室公開事業は，これまですべて長崎県産業科学振

， 「 」興財団が主催していたが 当大学に 産学官連携支援室

が設置され，大学としての支援ができるようになったこ
， 。 ， ，「 」とは 評価できる しかし 現在 産学官連携支援室

を中心に企業と大学と行政の円滑な交流を支援するシス

テムが整備中等，改善を要する点もある。

公開講座の企画・決定は，生涯学習教育研究センター

運営委員会が全学的な視点から実施部局と連携して行っ

ており，受講者からのアンケート調査等に基づいて行う
実施後の評価等は，改善に役立てられている点で優れた

取組である。

また，部局レベルでも，生涯学習委員会あるいは公開

講座企画委員会を設置し，組織的に定期講座を開催して
いるケースが見られ，市民のニーズに配慮した優れた取

組となっている。

生涯学習教育研究センターにおいて，リカレント型講
座として実施する公開講座は，アンケートを実施し，そ

の集計結果を年報で公表する等，全学的視野で検討を加

， 。えるシステムが構築され 機能している点で優れている

◇機能の状況（水準）
改善のためのシステムがおおむね機能しているが，改

善の余地もある。
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Ⅳ 評価結果の概要

１．目的及び目標を達成するための取組

◇特に優れた点及び改善点等
原爆後障害医療研究施設は，毎年チェルノブイリ関連

研修生を受入れる等，国際的使命を果たしており，大学
に与えられた条件の活用という点で優れている。

工学部は，社会人リフレッシュ教育履修コースを実施

する等，企業技術者の再教育に対する積極的な取組等を
行っており，大学に与えられた条件の活用という点で優

れている。

総合情報処理センターは，遠隔地間の小学校同士を結
ぶ遠隔授業の支援を行っており，大学に与えられた条件

の活用という点で特に優れている。

テレビ健康塾等への講師派遣や各種所蔵資料を積極的

に開放ないし展示する等の取組は，学内外の資源を教育

サービスのための資源として確保・活用している点で特

に優れた取組である。

島嶼部の学校における困難性を支援する取組として，

ＩＴを駆使した遠隔公開講座が実施される等，大学の地

理的条件を踏まえた地域に貢献する優れた取組が行われ
ている。

公開講座のテキストや指導内容・方法等の工夫，受講
者の興味や水準への配慮等の点で特色ある取組が行われ

ている。

生涯学習教育研究センターは，毎年「長崎大学公開講
座叢書 を出版する等成果の公表を行っており 教育サー」 ，

ビスの成果を地域へ普及させる効果を伴っている点で，

優れている。

， ，公開講座の事前アンケートの実施 夜間講座の開講等

受講者のニーズに配慮した優れた取組が行われている。

広報・情報発信は，多様に行われているが，取組の情

報が十分にサービス享受者に届いていない面もあるた

め，改善の余地がある。

◇貢献の状況（水準）
取組は目的及び目標の達成に十分に貢献している。

２．目的及び目標の達成状況

◇特に優れた点及び改善点等
対象を特定した専門的・技術的な研修・再教育講座

は，参加率，満足度，修了率等において高い水準が示さ
れており，評価できるが，そうでない場合は，テーマや

内容によって期待したほど受講者が集まらない講座も多

く，改善を要する。

「市民研究員システム」及び「地域市民大学」の学習

成果は，その成果が実際の地域計画として採用される等

地域社会の活性化につながっている点で優れている。

薬用植物園の一般開放や附属図書館の所蔵資料を『な

がさき・出島「古写真の世界」展』等へ出品・展示して

いることは，所蔵資料の「地域へ開放」という観点で優
れている。

◇達成の状況（水準）
目的及び目標がおおむね達成されているが，改善の余

地もある。

３．改善のためのシステム

◇特に優れた点及び改善点等
産学官連携支援室が設置され，教育サービスの支援体

制が整備されたことは，評価できる。しかし，企業と大

学と行政の円滑な交流支援システムとしての機能面は，

改善を要する点もある。

公開講座は，生涯学習教育研究センター運営委員会が

全学的な視点から実施部局と連携して行っており，実施
後の評価等は，改善に役立てられている点で優れた取組

となっている。

また，部局レベルでも，生涯学習委員会等を設置し，

組織的に定期講座を開催しており，市民のニーズに配慮
した優れた取組となっている。

生涯学習教育研究センターにおける，リカレント型の

公開講座は，全学的視野で検討を加えるシステムが構築
され，機能している点で優れている。

◇機能の状況（水準）
改善のためのシステムがおおむね機能しているが，改

善の余地もある。


